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中学校吹奏楽部員の部活動「満足感」「有用感」に影響する要因↑
一部活動に所属する中学生への質問紙調査の結果から－１

佐川馨・羽津知子＊

秋田大学教育文化学部

本研究の目的は，中学生の部活動についてのイメージや見方，考え方を測定し，吹奏楽

部と他の部活動の生徒との比較によって部活動｢満足感｣｢有用感」に影響する要因を探り，

学校吹奏楽の指導改善のための示唆を得ることである．Ａ県内中央部4中学校の吹奏楽部，

運動部，文化部に所属する１，２年生488名（ｌ年男子126名，同女子118名，２年男子138名，

同女子１０６名）に質問紙調査を実施した結果,「部活動のイメージ測定尺度」では「満足感」

｢活動’性」「負担感」の３因子が，部活動の有用感測定尺度では「有用感」「充実感」「向上

心｣｢集中力」の４因子がそれぞれ見出された下位尺度の考察から,①中学生の部活動｢満

足感」に関連する要因は共通であり，「活動'性」の高まりが「満足感」に影響を与えるこ

と，②中学生の部活動「有用感」は，「充実感」「向上心」「集中力」のバランスのとれた

指導によって高まること,③吹奏楽部所属の生徒は「有用感」「充実感」「向上心」「集中力」

のいずれについても総じて高く感じていること,④吹奏楽部所属の生徒の「有用感」は「充

実感」が大きく影響していること，などが明らかとなった．

キーワード：吹奏楽，中学生，部活動，因子分析，重回帰分析

１問題と目的

学校教育において部活動は，各教科，道徳，特別

活動，総合的な学習の時間といった教育課程に含ま

れるものではなく，スポーツや文化などの共通の興

味や関心をもつ生徒たちが，放課後や休日を利用し

て自主的に取り組む課外活動である．

部活動の有用性についてはいまさら強調するまで

もなく，これまでも「心身の調和のとれた発達」「個

性の伸長」「集団や社会の一員としてよりよい生活

や人間関係を築こうとする自主的，実践的な態度」

｢自己の生き方についての考えを深め，自己を生か

す能力」２を養うなど，特別活動によって培かわれ

る資質・能力を補う働きとともに，教科の学習だけ

ではなし得ない様々な成果をもたらしてきた．

しかしこれまでは，教育活動の実態やその有用’性
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とは裏腹に，設置についての法令的な根拠はなく，

今次の学習指導要領の改訂により，初めて部活動に

ついての記述がなされた総則の「第４指導計画

の作成等に当たって配慮すべき事項」では次のよう

に記述されている．

生徒の自主的，自発的な参加により行われる部

活動については，スポーツや文化及ぴ科学等に親

しませ，学習意欲の向上や責任感，連帯感の酒養

等に資するものであり，学校教育の一環として，

教育課程との関連が図られるよう留意すること．

その際，地域や学校の実態に応じ，地域の人々の

協力，社会教育施設や社会教育関係団体等の各種

団体との連携などの運営上の工夫を行うようにす

ること3．

部活動が学習意欲の向上につながり，責任感や連

帯感などの酒養にも有用であることを国の立場とし

て明確にした上で，教育課程との有機的な関連によ

る学校全体としての取り組みの推進と，地域との連
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携による運営の工夫を求めている．

学校教育における部活動の有用’性については，研

究者の立場からも様々な報告がなされてきたたと

えば角谷（2005)4は，中学生を対象にした質問紙調

査の分析結果から，部活動への積極的な参加は学校

生活の満足感の高さや学業コンピテンスの高まりに

つながることを明らかにしている．また青木(2005)５

は，高校運動部員の社会的スキルが無所属や文化部

部員よりも高く，運動部活動が有能感と学校生活適

応感に影響を及ぼすことで社会的スキルを育成する

ことを報告している・吉村（1997)6は，部活動にお

ける自己表現．主張できる力の育成が，学校生活全

体への適応に反映されると述べている．

しかし，部活動の学校教育における有用,性を認め

る声の一方で，勝利至上主義による過重な練習がも

たらす生徒の学習や心身への影響，また顧問を務め

る教員の時間外の勤務など，様々な問題についても

久しく指摘されてきた．これらの解決のためには，

これまでのような運動部を主な対象とした研究や，

部活動を総体的に捉えた研究に加えて，各部活動の

個別の事情を踏まえた研究や文化部を対象とした研

究の充実が望まれよう．

きて，吹奏楽部は一般的に他の部活動に比べ部員

数が多く，学校教育における文化部活動の中でも最

も活発な活動をしているものといわれている．この

ことは，2007年１０月１日現在における全日本吹奏楽

連盟加盟校が'小学校'079校(全小学校の475％)，中

学校7058校(64.42％),高等学校では378,校（7,.,7％）

にも上ることからも推察されよう7．

吹奏楽部についても，学校教育における有用,性の

高さを認める声の一方で，前述のような部活動に共

通の問題は見られる．それらの問題解決のための

先行研究としては吉富．岩崎（1995)8が，指導者の

リーダーシップの指導型とクラブの雰囲気，部員の

モラルの関連について，「統制」と「親和」の増加

が部員の活動意欲やモラルの高まりにつながること

を明らかにしたものが挙げられる．また，吉富．谷

原（1998)9は，吹奏楽顧問および部員を対象とした

質問紙調査の結果から，吹奏楽活動の有用感と演奏

レベル，指導のスタイルとの関連‘性について論じて

いる安達（1976)１０は，小学校から高等学校まで

の吹奏楽指導者に対する質問紙調査の結果から浮か

び上がった問題点を踏まえ，教員養成段階における

指導の充実の必要,性を求めている．

２方法

2.1調査対象

調査対象者はＡ県内中央部４中学校の吹奏楽部，

運動部，文化部に所属する１，２年生488名（ｌ年男

子126名，２年男子138名，１年女子118名，２年女子

106名）であったそのうち吹奏楽部は85名（ｌ年

男子７名，２年男子４名，１年女子34名，２年女子

40名)，運動部は374名（l年男子119名，１年女子７１

名，２年男子134名，２年女子50名)，文化部は29名

(ｌ年男子０名，１年女子13名，２年男子０名，２年

女子16名）である．

表１調査対象者の内訳
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しかし，学校吹奏楽に関わる先行研究では，その

多くが楽器の奏法などの演奏指導や音楽的な内容に

かかわるものであり，前述のような論考は少なく，

十分とは言えない状況にある．学校吹奏楽が学校教

育の一部として，また生徒の学校生活の一つとして

包含される活動である以上，様々な視座からの研究

が求められるであろう．

そこで本研究では，部活動に所属する中学生を対

象とした質問紙調査により，部活動についてのイ

メージや見方，考え方を測定し，吹奏楽部と運動部，

他の文化部所属の生徒と探索的に比較することを通

して，学校吹奏楽の指導改善のための示唆を得るこ

とを目的とする．

１
３
０
４

６
６

０
３
０
３

０
０
０
０

吹奏楽部

運動部

文化部

計

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

126１１８１３８１０６４８８

０
６
０
６

１
１

３
０
０
３

１
１

４
３
０
７

１
５
６

７
２
０
９

，

計

3０

０
６
０
６

７
１
０
８

１
１

Akita University



調査校の選定にあたっては，１学年の学級数が４

以上の学校と３以下の学校の２群に分け，それらの

中から吹奏楽部の規模やコンクール実績等が平均的

と判断される学校を２校ずつ抽出し，協力を依頼し

た．調査対象者の学校別の内訳は，表１のとおりで

ある．

2.2調査用紙の作成

本研究で用いた質問紙は，基本的属‘性，ＳＤ法に

よる部活動のイメージ測定尺度，部活動の有用感測

定尺度から構成されている．

基本的属性：所属する部活動名，学年，性別

①ＳＤ法による部活動のイメージ測定尺度：ＳＤ法

による部活動のイメージ測定尺度の作成にあたって

は，2008年９月22日～23日にかけて，大学の吹奏楽

団に所属する42名（男15名，女27名）を対象に，中

学校の部活動経験に関するイメージを自由記述させ

た．なお,このうち中学生時の所属部活動の内訳は，

吹奏楽部34名，運動部６名，無所属２名であった

自由記述の内容を，ＫＪ法を用いて整理し，１８の形

容詞対にまとめ，各項目について７段階の評価によ

り回答するものとした．

②部活動の有用感測定尺度：部活動の有用感測定

尺度の作成にあたっては，吉富・谷原（1998）の

｢学校吹奏楽の有用感」測定尺度，「吹奏楽コンクー

ルに対する意識」測定尺度を参考にするとともに，

2008年９月22日～23日にかけて大学の吹奏楽サーク

ルに所属する42名（男15名，女27名）を対象に，「中

学校の部活動」という言葉から連想されることに

ついて自由記述させたものをＫＪ法を用いて整理し，

55項目を作成した各項目については，５段階の評

価により回答するものとした．

2.3予備調査

本調査に先だって質問紙の内容的妥当性を検討す

るため，2008年10月13日に大学の吹奏楽団に所属す

る３名(女３名)と音楽教育を専攻する７名(男１名，

女６名）の計１０名に予備調査を実施したそれぞれ

の項目についての評価と自由記述を併用し，不適当

と思われる項目は修正，削除した．

次に，１０月の第３週から４週にかけて，調査協力

校の管理職，吹奏楽部顧問，運動部顧問らに質問紙

の検討を依頼した．その結果，顧問の評価や友人関

係等についての記述，また中学生に対しての教育的

配慮を要すると思われる記述は，その後の部活動運

営に思わしくない影響を与える可能性があると指摘
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され，それらの項目を削除した．

最終的な質問項目は,ＳＤ法による部活動のイメー

ジ測定尺度が18項目（７段階評定)，部活動の有用

感測定尺度が31項目（5段階評定）であった．

2.4本調査の実施

調査は2008年１１月第２週から第３週にかけて，調

査協力校の部活動顧問による集合調査法で実施され

た調査の実施にあたっては，詳細な実施マニュア

ルを作成し，個人が特定されないこと，教員は回答

を見ないこと，学習成績に影響は及ぼさないことを

述べるなど，実施マニュアルにそって進めてもらえ

るよう特別の配慮をお願いした．

３結果

3.1ＳＤ法による部活動のイメージ測定尺度の分析

3.1.1因子分析結果

ＳＤ法１８項目の質問について，全対象488名の回答

を確認した結果，誤回答，欠損値は見られなかった

ため，全488名分を有効回答とした．結果の分析に

あたっては，左側に提示された形容詞を基準に＋7～

ｌの得点を与え平均値と標準偏差を求めた．

３項目（質問３，８，１４）に天井効果が見られたが，

数値の偏りが大きくないこと，また，中学生の部活

動に対する共通のイメージであり，その後の考察に

有効と判断し，分析に含めることとした．

主因子法・プロマックス（Promax）回転による

因子分析の結果，固有値の変化は，8.47,2.53,1.14,

0.87,0.63…となっており，スクリープロットから

も判断して３因子構造が妥当であると考えられた．

そこで再度３因子を仮定して主因子法プロマック

ス回転による因子分析を行った．因子の抽出にあ

たっては，回転後の因子負荷量が0.40以上で，かつ

複数の因子にまたがって0.40以上の負荷を示さない

ことを基準とした．プロマックス回転後の最終的な

因子パターンと因子間相関を表２に示す．なお，回

転前の３因子で18項目の全分散を説明する割合は

6751％であった．

第１因子は，「楽しい－つまらない」「いごこちの

よい一いごこちの悪い」「のびのびできる－きゅう

くつな」「満足な－不満足な」「明るい－暗い」「に

ぎやかな一沈んだ」「親しい－よそよそしい」「親切

な－不親切な」「あたたかい－つめたい」「なごやか

な－ぎすぎすした」「安らぐ－落ちつかない」など，

部活動の満足感や居心地，部員や顧問との関係など
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表４部活動，学年別の各得点と分散分析結果

表２「部活動のイメージ」の因子分析結果 感」と命名した．

3.1.2下位尺度間の関連

因子分析の結果を踏まえ，各因子にもっとも高い

負荷量を示した項目を下位尺度とすると，「満足感」

の下位尺度は１１項目,「活動’性｣の下位尺度は４項目，

｢負担感」の下位尺度は３項目で構成される．内的

整合’性を検討するために各下位尺度の信頼’性を求め

たところ，Cronbachのα係数は第１因子がα＝､93,

第２因子がα＝､90,第３因子がα＝､80であった．い

ずれの因子においても十分な値が示されており，内

的な整合性があると判断された（表3)．
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Ⅱ

､6７ 次に各因子に高い負荷量を示した項目の合計得点

を各下位尺度得点とした．表３に示すとおり，「満

足感」得点（平均5.37,ｓＤ1.00),「活動性」得点（平

均490,ｓＤ1.23),｢負担感」得点（平均4.40,ｓＤ1.23）

という結果が得られた

「満足感」と「活動性」（r＝､63,ｐ＜０１),「満足感」

と「負担感」（r＝､39,ｐ＜､01）は互いに有意な正の

相関を示したが，「活動‘性」と「負担感」はほぼ無

相関であった．

3.1.3吹奏楽部，運動部，文化部の差の検討

吹奏楽部，運動部，文化部の差を検討するために，

部活動と学年を独立変数，中学生の部活動に対する

イメージの三つの下位尺度を従属変数とした２要因

の分散分析により比較した（表4)．

分散分析の結果，「満足感」（Ｆ(2,482)＝0.27,,.s.)，

を総合的に評価する因子であると解釈して｢満足感」

と命名した．

第２因子は，「きびきびした－だらけた」「まじめ

な－ふまじめな」「まとまりのある－まとまりのな

い」「やる気のある－やる気のない」など，部員の

取り組み姿勢や活動状況などに対する評価と解釈し

て「活動‘性」と命名した．

第３因子は,「ゆるやか－厳しい」「楽な－きつい」

｢のんびりした－せかせかした」など，部活動の規

則や顧問の指導スタイル，練習量などに起因する活

動の負担などをイメージしたものと解釈し，「負担

3２ 秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

吹奏楽部 運動部 文化部 主効果
交互作用

1.1110.92…１．９７活動’性

1.93０．４３０．２７満足感

第１学年第２学年第１学年第２学年第１学年第２学年部活動別学年別

５．３３

(0.78）

４．５１

(1.00）

４．８０

(0.85）

５．３５

(1.01）

５．０５

(1.22）

４．１１

(１．１８）

５．３１

(0.98）

４．８１

(128）

４．２４

(1.19）

５．７１

(1.19）

５．００

(1.27）

５．５９

(0.91）

５．６８

(0.98）

４．１７

(1.43）

５．７７

(1.10）
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．７０

．６３

４６１

｢活動性」（Ｆ(2,482)＝197,,.s)，「負担感」（Ｆ(2,482)＝

1.31,,.s.）のいずれについても有意な交互作用は見

られなかった．

「活動‘性」については，学年の主効果（Ｆ(1,482)＝

1092,ｐ＜,001）が有意であり，「負担感」については，

部活動の主効果（Ｆ(2,482)＝34.76,ｐ＜､001）が有意

であった．

主効果が有意であった「活動’性｣，「負担感」につ

いてテューキー（Tukey）のＨＳＤ法で多重比較を

行った．その結果，「活動'性」においては，吹奏楽

と文化部の学年間の差が有意であった（ｐ＜,01)．

「負担感」においては，運動部と吹奏楽部，文化

部の差は有意であった（ｐ＜001)．また，吹奏楽部

と文化部の差も有意であった（ｐ＜,01)．

3.2部活動の有用感測定尺度の分析

3.2.1因子分析結果

全対象488名のうち，誤回答，空白意図的に歪

めた回答を書いたと思われるもの５名を除き，４８３

名を有効回答とした結果の分析にあたっては，そ

れぞれの質問に対して１点から５点の得点を与え，

平均値と標準偏差を求めた．１４項目に天井効果が見

られたが，中学生の部活動に対する共通の感じ方や

考え方であり，また数値の偏りも大きくないと判断

されたため除外せず，すべての項目を分析に含める

こととした．

３１項目について最尤法・プロマックス回転による

因子分析を行った結果，固有値の変化は9.89,1.99,

1.64,1.35,1.33,1.14,1.04…となっており，スクリー

プロットからも判断して５因子構造もしくは４因子

構造が妥当であると考えられた．そこで再度５因子

および４因子を仮定して最尤法・プロマックス回転

による因子分析を行った．

因子の抽出にあたっては回転後の因子負荷量が

0.35以上で，かつ複数の因子にまたがって0.35以

上の負荷を示さないことを基準とした．最終的に

は４因子が得られた．プロマックス回転後の最終的

な因子パターンと因子間相関を表５に示す．なお，

回転前の４因子で全分散を説明する割合は57.55％

であった．

第１因子は，「人への思いやりを学ぶ」「物事に進

んで取り組む態度を身につける」「礼儀や規律を身

につける」「先生と生徒，生徒同士の望ましい人間

関係を育てる」「自分の長所を発見し，それを伸ば

す」「責任感を身につける」「学習意欲を高める」「み

４
５
９
３
０
８
５
１
３
４
５
２

０
０
０
２
０
０
０
１
１
０
０
０

●
●
●
■
■
●
。
①
●
●
甲
●

項目内容 ＩⅡⅢⅣ

Ｊ
９
０
０
９
・

６
６
６
４１

部活動は，人への思いやりを学ぶことに役立っている．

部活動は，物事に進んで取り組む態度を身につ

けることに役立っている．

部活動は,礼儀や規律を身につけることに役立っている．

部活動は，先生と生徒，生徒同士の望ましい人

間関係を育てることに役立っている

部活動は，自分の長所を発見し，それを伸ばす

ことに役立っている．

部活動は,責任感を身につけることに役立っている．

部活動は,学習意欲を高めることに役立っている．

部活動中，みんなが一つになったと感じることがある．

部活動をやっていると，時間の経つのがすごく早く感じる．

部活動に行くのが楽しみである．

もっと部活動の時間が長ければいいと思う．

部活動は，学校生活を楽しくする．

部活動は,先輩･後輩の関係を学ぶことができる．

もっと練習して上手になりたいと思う．

コンクールや試合に出場するからには良い結果を残したい．

部活動にやりがいを感じる．

自分の所属する部のためには何でも一生懸命頑張れる．

部活動中，集中して取り組んでいる．

部活動中，練習をなまけることがある．(準）

目標をもって部活動に取り組んでいる．

腿
腿
乃
朋
糾
馴
偲
妬
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●
■

■
■
■
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表５部活動の有用感測定尺度の因子分析結果

因子間相関ＩⅡ

Ｉ－．６４

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

(.)は逆転項目

４
４
５
７
７
０
２

０
０
１
０
０
０
０

●
■
■
●
●
●
●

、6８

．４３１

．３９

、0２

－．1３

．３１

3３第31号2009年

Ⅲ

.65

.69

７
１
１

Ⅳ
５
５
６

んなが一つになったと感じる」からなっており，部

活動を通して身に付けられる諸能力を総合的にとら

えたものと解釈し，部活動の「有用感」因子と命名

した．

第２因子は，「時間の経つのがすごく早く感じる」

｢行くのが楽しみである」「もっと時間が長ければい

い」「学校生活を楽しくする」などからなっており，

活動の充実感や楽しさにかかわるものと解釈し,「充

実感」因子と命名した．

第３因子は，「もっと練習して上手になりたいと

思う」「コンクールや試合に出場するからには良い

結果を残したい」「やりがいを感じる」「部のために

は何でも一生懸命頑張れる」からなっており，コン

クールや試合の結果を求めるなど，目標に向かって

の努力や向上に関するものと解釈し，「向上心」因

子と命名した

第４因子は「部活動中,集中して取り組んでいる」

｢部活動中,練習をなまけることがある（逆転項目)」

｢目標をもって部活動に取り組んでいる」からなっ
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.71車＊、61*＊

－ ．５１

表９運動部第１学年の下位尺度間相関

､64.＊

.42

.47

有用感充実感向上心集中力平均ＳＤ

3.72

3.65

4.31

3.79

有用感

充実感

向上心

集中力

.60噸＊．63*掌

－ ．６０*＊

､47*．

､40率＊

､51寧寧

3.89

3.74

4.42

3.75

0.80

0.97

0.56

0.76

?p＜､０５＊わく.0１

,わく.0１

表１０運動部第２学年の下位尺度間相関

表１２文化部第２学年の下位尺度間相関

有用感充実感向上心集中力平均ＳＤ表６下位尺度得点の相関と平均値，ＳＤ

3４

有用感

充実感

向上心

集中力

､56*．、58噸噸

－ ．７１噸＊

､45*事

,47率寧

､47*噸

3.81

3.67

4.31

3.74

0.73

1.03

0.66

0.70

有用感充実感向上心集中力平均ＳＤ

有用感充実感向上心集中力平均ＳＤ

0.63

0.83

0.54

0.60

有用感

充実感

向上心

集中力

､60噸＊、61*＊

、66*＊

.50*＊

.45*＊

.51*＊

3.81

3.73

4.35

3.73

0.75

0.96

0.62

0.72

､78*噸、70*＊

－ ．５６＊

噸わく.0１

.68掌．

.60＊

.75*掌

､わく.0１

中力｣，「向上心」と「集中力」の間には中程度の相

関は見られるものの，有意ではなかった（表１１)．内的整合’性を検討するために各下位尺度の信頼性

を求めたところ，Cronbachのα係数は，因子Ｉ「有

用感」がα＝､86,因子Ⅱ「充実感」がα＝､85,因

子Ⅲ「向上心」がα＝.75と十分な信頼'性が得られた

が，因子Ⅳ「集中力」はα＝､56にとどまった．

部活動，学年別に下位尺度の相関をみると，吹奏

楽部の第１学年，第２学年は，ともに四つの下位尺

度が互いに有意な正の相関を示した（表７，表8)．

運動部の第１学年，第２学年ともに四つの下位尺

度は互いに有意な正の相関を示した（表９，表１０)．

文化部の第１学年では,「有用感」と「充実感」「向

上心」「集中力」の問に有意な正の相関が見られた．

しかし，「充実感」と「向上心｣，「充実感」と「集

表１１文化部第１学年の下位尺度間相関

表７吹奏楽部第１学年の下位尺度間相関

有用感充実感向上心集中力平均ＳＤ

.53.＊

.60掌＊

.61*＊

有用感

充実感

向上心

集中力

ており，「集中力」因子と命名した

3.2.2下位尺度間の関連

四つの下位尺度に相当する項目の平均値を算出

し，「有用感」得点（平均,3.81,ｓＤ0.75)，「充実感」

得点(平均,3.73,ｓＤ0.96),「向上心｣得点(平均,4.35,

SＤ0.62)，「集中力」得点（平均，3.73,ｓＤ0.72）と

した．下位尺度間の相関は表６のとおりであり，四

つの下位尺度は互いに有意な正の相関を示した．

､71...62*＊

、74*＊

有用感充実感向上心集中力平均ＳＤ

0.69

0.92

0.61

0.90

有用感

充実感

向上心

集中力

有用感充実感向上心集中力平均ＳＤ

文化部の第２学年は，四つの下位尺度が互いに有

意な正の相関を示した（表１２)．

,わく.0１

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

3.63

3.79

4.32

3.67

有用感

充実感

向上心

集中力

有用感

充実感

向上心

集中力
.75事事，61*噸

－ ．６７率寧

3.90

4.08

4.41

3.89

3.15

3.35

3.91

3.27

0.59

0.66

0.64

0.96

＊

＊
＊
＊

“
師
醐

0.65

0.81

0.67

0.51

9P＜,０５．わく.０１

表８吹奏楽部第２学年の下位尺度間相関

3.2.3吹奏楽部，運動部，文化部の差の検討

運動部，吹奏楽部，文化部の差を検討するために，

部活動別と学年別の２要因の分散分析により比較し

た（表13)．その結果，「有用感」については「部活動

別」(Ｆ(2,477)＝4.40,ｐ＜､01）と「学年」(Ｆ(1,477)＝

7.76,ｐ＜､01）に有意な主効果が見られたが，「部

活動×学年」の交互作用は有意ではなかった（Ｆ

(2,477)＝1.85,,.s.)．「充実感」については,「部活動」

(Ｆ(2,477)＝2.84,,.s.)と｢学年｣(Ｆ(1,477)＝2.42,,.s.）

?p＜､０５．わく.0１
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表１５運動部の学年別の重回帰分析の結果

表１３部活動，学年別の各得点と分散分析結果

吹奏楽部 運動部 文化部 主効果
交互作用

第２学年

第31号2009年

わく.０５＊?p＜､０１…p＜,001

β：標準偏回帰係数

.53＊

.32ｎ.s、

､１２，．s．

､72*＊

第１学年第２学年第１学年第２学年第１学年第２学年部活動別学年別
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Iま有意な主効果が見られなかった．また，「部活動×

学年」の交互作用も有意ではなかった（Ｆ(2,477)＝

0.57,,.s.)．

「向上心」については，「部活動」（Ｆ(2,477)＝2.41,

,.s.）の主効果は有意ではなかったが，「学年」（Ｆ

(1,477)＝4.80,ｐ＜,05)の単純主効果は有意であった．

｢部活動×学年」の交互作用は有意ではなかった（Ｆ

(2,477)＝0.81,,.s.)．

「集中力」については，「部活動」（Ｆ(2,477)＝Ｌ32,

,.s.）の主効果は有意ではなかったが，「学年」（Ｆ

(1,477)＝5.63,ｐ＜､05)の主効果は有意であった．「部

活動×学年」の交互作用は有意ではなかった（Ｆ

(2,477)＝2.26,,.s.)．

3.2.4重回帰分析の結果

部活動の有用感測定尺度によって得られた下位尺

度の因果関係を検討するために，「有用感」を従属

変数とし，「充実感」得点,「向上心」得点,「集中力」

得点を独立変数にして強制投入法による重回帰分析

を行った（表14)．

全体を対象にした重回帰分析の結果，重決定係数

は.48であり，0.1％水準で有意な値であったまた，

｢充実感」「向上心」「集中力」から「有用感」に対

する標準偏回帰係数も0.1％水準で有意であった．

学年別では第１学年の重決定係数が.67であり，

1％水準で有意であったが，各独立変数から有用感

に対する標準偏回帰係数は有意ではなかった．

第２学年では，重決定係数が.72であり，１％水準

で有意であった．また，「充実感」から「有用感」

に対する標準偏回帰係数が５％水準で有意であっ

た．

3５

瀬わく.０１＊噸わく.001
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集中力
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表１４全体，学年別の重回帰分析の結果

β β

β

充実感

向上心

集中力

Ｒ２

β

.25*＊

､32…

､１９傘＊

､41…

β

運動部の学年別の重回帰分析では，第１学年は重

決定係数が.50であり,0.1％水準で有意であった.「充

実感」「向上心」「集中力」のいずれの独立変数も

｢有用感」に対する標準偏回帰係数は有意であった．

第２学年は重決定係数が.41であり，０．１％水準で有

意であった．「充実感」「向上心」「集中力」のいず

れの独立変数も「有用感」に対する標準偏回帰係数

は有意であった（表１５)．

吹奏楽の学年別の重回帰分析では，第１学年は重

決定係数が.71であり,０．１％水準で有意であった.「充

実感」「集中力」から「有用感」に対する標準偏回

帰係数は有意であったが，「向上心」から「有用感」

に対する影響はほとんど見られなった．

第２学年は重決定係数が.54であり，１％水準で有

意であった「充実感」から「有用感」に対する標

全体第１学年第２学年
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動‘性」の相関が高く，所属する部員の取り組み姿勢

や活動内容，部活動の雰囲気が「満足感」に関連し

ていることが分かる．

すなわち，生徒が所属する部活動に対して「楽し

い」「いごこちのよい」と感じている場合，その活

動が活発になり，逆に所属する部活動に対して「つ

まらない」「いごこちの悪い」と感じている場合，

その活動も「だらけた」「ふまじめな」ものとなっ

てしまう．「活動性」と「負担感」がほぼ無相関で

あることも合わせて考えれば，中学生の部活動指導

においては,「活動性｣を高めるための指導の充実は，

｢負担感」に影響されることなく「満足感」へとつ

ながっていくものと考えられる．

また，この結果の背景には顧問の指導姿勢や指導

内容の影響も考えられる．学校現場においては，各

部活動の顧問を決定するにあたって，教員の教科や

専門性，部活動経験等をある程度は勘案するが，学

校の諸事‘情により知識や経験がないままに顧問とな

る場合もあり得る．そのような場合，顧問の指導姿

勢は消極的になりがちであり，「活動‘性｣と生徒の｢満

足感」へ影響を与えるものと考えられる．このこと

は，「先生がいるのだからしっかり教えてもらいた

い」「いくら時間を増やしてもやる気がないなら良

い結果も残せない」などの自由記述の内容からも推

察される．

本研究では質問紙作成の過程で，調査協力校との

協議により，顧問の評価となり得るような質問項目

は削除した．それらの質問項目を用いることで，よ

り詳細な分析が可能であったと考えられる．その点

については，研究上の大きな問題点である．

吹奏楽部，運動部，文化部の分散分析の結果から

は，どの下位尺度についても有意な交互作用は見ら

れなかった．

「満足感」については，部活動別の三つの群およ

び学年間に有意差は見られず,中学生の部活動の｢満

足感｣に関連する要因は,ほぼ共通のものといえる．

「活動'性」については部活動別の有意差は見られ

なかったが，運動部と文化部の差は有意傾向にあっ

た.運動部は練習や試合が活発に行われていること，

日頃から厳しい練習を重ねていることから，文化部

との活動内容の違いによる部の雰囲気等の違いが表

れたものと考えられる．

学年別の差に有意な主効果が見られたが，これは

吹奏楽部と文化部の学年間の差による結果である．

表１６吹奏楽部の学年別の重回帰分析の結果

第１学年

第１学年第２学年

第２学年

４考察

4．’中学校吹奏楽部員の「満足感」に関連する要因

本研究は，部活動に所属する中学生を対象とした

質問紙調査により，部活動のイメージや見方，考え

方を測定し，吹奏楽部と運動部，他の文化部所属の

生徒と探索的に比較することを通して，学校吹奏楽

の指導改善のための示唆を得ることを目指した．

ＳＤ法による部活動のイメージ測定尺度では，因

子分析の結果，「満足感」「活動性」「負担感」の

３因子が見出きれた．下位尺度の検討からは，「満

足感」と「活動』性｣，「満足感」と「負担感」は互い

に有意な正の相関を示した．特に「満足感」と「活

ββ

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要

充実感
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集中力
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準偏回帰係数は有意であったが，「向上心」と「集

中力」から「有用感」に対する標準偏回帰係数は有

意ではなかった（表１６)．

表１７文化部の学年別の重回帰分析の結果

3６

文化部の学年別の重回帰分析では，第１学年は重

決定係数が.67であり，５％水準で有意であったが，

｢充実感」「向上心」「集中力」から「有用感」に対

する標準偏回帰係数は有意ではなかった．

第２学年は重決定係数が.72であり，１％水準で有

意であった．「充実感」から「有用感」に対する標

準偏回帰係数は有意であったが，「向上心」と「集

中力」から「有用感」に対する標準偏回帰係数は有

意ではなかった（表17)．
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文化部と吹奏楽部の第２学年は，部員の取り組み姿

勢や雰囲気，活動内容等について厳しい評価をする

傾向にあった．それが文化部系の部活動の特質によ

るものなのか，あるいは女子部員が多いことによる

'性差の影響なのか，あるいは運動部における監督，

文化部における顧問のような指導者の位置づけや指

導スタイルの違いに起因するものなのかは，この研

究結果からは推定できない．今後の検討課題の一つ

である．

「負担感」については，部活動別の主効果は有意

であったが，学年の差は見られなかった．運動部の

下位尺度得点の平均値は4.17,吹奏楽は4.95，文化

部は5.69となっており，一般的に考えられる活動の

度合いや練習量が直接的に表れており，文化部に比

べ運動部や吹奏楽部が「負担感」を感じているとい

える．

また，「満足感」「活動性」「負担感」のいずれの

因子についても第２学年の下位尺度得点は低い結果

となったが，これは調査時には第１学年が中学校入

学後７ヶ月足らずしか経っておらず，学校生活や部

活動等への適応が不十分であるのに対し，第２学年

は学校や部活動への適応が進んでいること，また

第３学年からリーダーとしての役割を引き継ぎ，活

動内容や顧問の指導等について自分なりの考えをも

つようになることなどの影響が考えられる．

4.2中学校吹奏楽部員の「有用感」に影響する要因

部活動の有用感測定尺度では因子分析の結果,「有

用感」「充実感」「向上心」「集中力」の４因子が見

出された下位尺度の検討からは，四つの因子は互

いに有意な正の相関関係にあり，相関係数の差も大

きなものではなかった．したがって，中学生が部活

動を通して「思いやりの心」「積極'性」「礼儀や規律」

｢望ましい人間関係」「責任感」「学習意欲」などの

有用感を感じるためには，「充実感」「向上心」「集

中力」が総合的に作用するものといえる．

部活動別では，相関に差異が見られた．三つの部

活動に共通することは，「有用感」と「充実感｣，「有

用感」と「向上心」の正の相関が高いことであり，

試合やコンクールが関わる吹奏楽部と運動部は「充

実感」と「向上心」の正の相関も高かった．また吹

奏楽部と文化部は，「集中力」と「有用感」の相関

が運動部に比べ高かったが，その関連要因について

は重回帰分析の考察で合わせて述べる．

分散分析の結果からは，「有用感」において，部

第31号2009年

活動と学年に有意な主効果がみられた.運動部の｢有

用感」尺度得点の平均値は3.85であり，吹奏楽部の

｢有用感」尺度得点の平均値は3.76と大きな差は見

られなかったが，文化部の「有用感」尺度得点の平

均値は3.41であった．学年別に見てみると，運動部

の第１学年3.89，第２学年3.81,吹奏楽部の第１学

年3.90，第２学年3.63，文化部の第１学年3.72，第

２学年3.14となっており，運動部では学年間の差は

少ないが，吹奏楽部と文化部は第１学年の方が「有

用感」を強く感じていることが分かる．

この結果からは，文化部および吹奏楽部の第２学

年が，ＳＤ法によるイメージの測定結果と同様に，

所属する部活動の活動内容等について自分なりの考

えをもつようになっているなどの影響が考えられ

る．また文化部は，運動部や吹奏楽部に比べて試合

やコンクールなどの団体としての活動の機会が少な

いことも要因の一つといえるのではないか．このこ

とは，質問項目３「部活動中みんなが一つになった

と感じることがある」の平均値が，運動部で3.63,

吹奏楽3.77となっているのに対し文化部は3.10と低

い数値となっていることからも推察される．活動内

容や活動形態等の部活動の特徴に起因する結果では

あるが，指導の改善の一つの視点になると考える．

「充実感」については，部活動別，学年の主効果

も見られず,交互作用も有意ではなかった．しかし，

｢充実感」尺度得点の平均値は，運動部3.70,吹奏

楽部3.92，文化部3.48となっており，吹奏楽部が総

じて部活動の「充実感」を感じていることがわかる．

「充実感」下位尺度は，「部活動をやっていると時

間が経つのが早く感じる」など，練習内容と時間の

かかわり，また，練習成果なども関連する尺度であ

る．吹奏楽部は大人数で活動し，一つの演奏を作り

上げる．また，毎日の積み重ねが演奏力の向上とし

て実感されたり，コンクールや演奏会で対外的な評

価を受ける機会も多く，「充実感」が他の部活動に

比べ認識されやすい活動といえよう．

「向上心」については，「有用感」と同様に学年

間の有意な差が見られた．「向上心」尺度得点の平

均値は，運動部の第１学年4.41，第２学年4.31,吹

奏楽部の第１学年4.41，第２学年4.32，文化部の第

1学年4.30，第２学年3.90となっており，文化部の

第２学年の低い数値がもたらした結果である．

「集中力」についても学年の主効果が有意であっ

た．「集中力」尺度得点の平均値は，運動部の

3７

Akita University



第１学年3.75，第２学年3.74,吹奏楽部の第１学年

3.89，第２学年3.67，文化部の第１学年3.79，第２学

年3.27となっており，「向上心」と同様の結果となっ

た．

重回帰分析の結果では，「充実感」「向上心」「集

中力」から「有用感」に対する標準偏回帰係数は有

意であり，中学生の部活動における「有用感」につ

いては「充実感」と「向上心｣，次に「集中力」が

影響を及ぼすことが明らかとなった．特に｢充実感」

が与える影響は第１学年，２学年ともに大きく，部

活動指導にあたっては，活動内容に伴う十分な時間

の確保，活動の楽しさ，成果の実感についての配慮

が必要といえる．

部活動，学年別に見てみると，運動部では第１学

年，第２学年ともに「充実感」「向上心」「集中力」

の高まりが「有用感」の高まりにつながること，特

に「充実感」と「向上心」が大きく影響すること

が明らかとなった他方，吹奏楽部は第１学年，

第２学年ともに「充実感」が「有用感」に対して最

も影響が大きく，第１学年は目標や活動中の「集中

力」が「有用感」に与える影響が大きいことが明ら

かとなった．

文化部は第２学年の「充実感」の標準偏回帰係数

のみが有意であり，「充実感」の高まりが「有用感」

に影響を及ぼしている．このことは吹奏楽部と同様

に活動の「充実感」への配慮が部活動の「有用感｣，

すなわち部活動を通して身に付けるべき諸能力の獲

得へとつながっていくものと考えられる．

５まとめ

以上の考察から得られた知見を下記に記す．

第１は，中学生の部活動「満足感」に関連する要

因は共通であり，「活動性」の高まりが「負担感」

に影響することなく「満足感」を高めること．

第２は，中学生の部活動「有用感」は「充実感」

｢向上心」「集中力」のバランスのとれた指導によっ

て高まること．

第３は,吹奏楽部所属の生徒は「有用感」「充実感」

｢向上心」「集中力」のいずれについても他の部活動

に比較して高く感じているが，第２学年の生徒は活

動内容や顧問の指導について自分なりの考えや物の

見方をする傾向が強いため，指導にあたっては一定

の配慮が必要となること．

第４は，吹奏楽部所属の生徒の「有用感」は「充

3８

実感」が大きく影響していること．

吉冨・谷原（1998)'１は，学校吹奏楽活動の主な

有用感として「学校生活の充実」を挙げている．す

なわち，部活動に参加することで，学校生活そのも

のが楽しく充実したものになることこそが部活動の

有用感なのである．本研究で得られた「有用感」尺

度に含まれる項目は，「人への思いやりを学ぶこと」

｢物事に進んで取り組む態度を身に付ける」「礼儀や

規律を身に付けること」「先生と生徒同士の望まし

い人間関係を身に付けること」「自分の長所を発見

し，それを伸ばすこと」「責任感を身に付けること」

｢学習意欲を高めること」「みんなが一つになったと

感じる」であり，これらは学校教育において全てが

欠くべからざる内容である．これらが身に付くよう

な吹奏楽指導，部活動指導が大切であり，それらが

身に付くための指導の工夫改善が，生徒に「充実

感」を味わわせ，「集中力」や「向上心」の高まり

とともに充実した学校生活へとつながっていくであ

ろう．

６今後の課題

本研究で用いた質問紙は，作成の過程で調査協力

校との協議により，顧問の評価となり得るような質

問項目は削除したそれらの質問項目を用いること

で，より詳細な分析が可能であったと考えられる．

その点については，研究上の大きな問題点である．

また，文化部の人数が少なく，一般化するためには

調査方法の更なる検討と工夫が必要であり，高等学

校との比較や広い範囲での検討も必要であろう．

今後は継続的な研究を積み重ねていくことによ

り，学校吹奏楽および部活動の指導改善についての

体系的な研究を行っていきたい．
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効果一部活動に所属する中学生への質問紙調査の
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9吉冨功修・谷原葉子「スクールバンドの指導者に
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Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓtoinvestigateby

meansofaquestionnairetheimageandfeelings

thatjuniorhighschoolbrassbandclubstudents

haveabouttheirclubactivities､Bycomparingthe

resultsgainedfromstudentsbelongingtobrass

bandclubs,athleticclubsandothercultureclubs，

itwasexpectedtofindthattheresultswould

helpimproveourinstructionsfOrtheminschool

settings・Aquestionnaireswassenttoatotalof

488students，including264maleand224female

studentsinthefirstyearandthesecondyearin

juniorhighschoolsinAkiｔａＣｉｔｙｗｈｏｂｅｌｏｎｇｔｏ

ｂｒａｓｓｂａｎｄclubs，athleticclubsandotherculture

clubs・Afactoranalysiswasadministeredｏｎｔｈｅ

ｒｅｓｐｏｎｓｅｓｔｏｅａｃｈｏｆｔｈｅｔｗｏｓｅtsofquestionnaire

items・Forthefirstgroupofitems（theirimage

aboutclubactivities)，threefactorswere

extracted:namely,IContentment1,IActiveness1,and

1Burden'.Ｆｏｒｔｈｅｓｅｃｏｎｄｇｒｏｕｐｏｆｉｔｅｍｓ（their

feelingsaboutclubactivities)，fourfactorswere

extracted：iEffectiveness1，ISatisfactionI，IProgress

and1Concentrationi・Theresultsoftheanalysis
basedonthesefactorsrevealedthatthefactors

affectingthefeelingsofsatisfactionwithextra‐

curricularactivitiesamongjuniorhighstudentsare

thesame:ｌ）Ｔｈｅｅｆｆectivenessofextra-curricular

activitiesamongjuniorhighstudentsincreaseby

awell-balancedteachingaimedforsatisfaction

andprogressandconcentration;ａｎｄ２）asfbrthe

studentsinbrassbandclubs,asenseofsatisfaction

hasabigeffectontheireffectiveness．
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